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Ｇ７広島サミットＧ７広島サミット被爆者から落胆の声
「核抑止」でなく「核廃絶」こそ

　５月19日からＧ７広島サミ
ットが開催されました。人類
史上初めて原子爆弾が投下さ
れた広島市で開催されること
には、特別の意味がありまし
た。しかし、Ｇ７首脳が出し
た「広島ビジョン」は「核抑
止力」論を公然と宣言し、核
兵器廃絶を期待する声を真っ
向から裏切るものとなりまし

た。５月11日に平和首長会議
は、核兵器廃絶への道筋を示
すよう求める書簡をＧ７各国
首脳宛に送付しています。赤
田議員は「神戸市も平和首長
会議の加盟都市だ。政府に対
し核兵器廃絶に向けた条約へ
の早期の参加を求めるべきで
はないか」と質しました。

　加齢性難聴が進むと、家族
との会話が成り立たなくな
る、テレビやラジオの音が聞
こえなくなる、外出時に周囲
の動きが聞こえにくく、危険
を回避できにくくなるなど、
心身の健康に大きく影響しま
す。補聴器は平均40～50万円
ととても高価です。また、兵
庫県でモデル実施された補聴
器購入助成は枠が少なく１年

限りです。赤田議員は「生活
が苦しい上に、全額自己負担
で治療が受けられず症状が進
み、憂鬱な毎日を過ごされて
いる」と難聴で苦しむ方やそ
のご家族の苦悩の声を紹介
し、神戸市として独自の助成
制度の創設を求めました。

で、基本的には望ましいこと
だと考える（久元市長は答弁
を拒否）。
　赤田議員：今国会で、軍拡
財源・軍需産業支援法案が成
立する可能性が高まってい
る。周辺諸国に脅威を与える
ミサイルの配備や武器の輸出

に対する支援をすることは、
平和都市宣言とは全く相容れ
ない。平和を脅かすこれらの
法案を成立させないよう国に
求め、さらに神戸市から国
へ、憲法９条に基づく平和の
発信をすべきだ。
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　赤田議員：核抑止力を正当
化するＧ７の宣言と、核兵器
廃絶への道筋を示すことを求
める平和首長会議の書簡と
は、見解が明らかに食い違っ

　小原副市長：国が全国一律
の公的補助制度として公的支
援をするべき。国に制度の創
設を要望している。
　赤田議員：県内で（応募し
ている）神戸市民の割合が最
も多い。だから市で対応する
ことを検討してはどうか。
　小原副市長：市内の割合は
４割だ。調査は県がおこなう

ている。市長、いかがか。
　今西副市長：基本的に核兵
器や防衛に関する問題は国の
専管事項だが、私の個人的見
解としてＧ７で話し合われた
ことは現実的なアプローチ

ので、神戸市独自でという考
えはない。
　赤田議員：難聴で悩んでい
る方々の声をしっかり反映さ
せるために、神戸市が皆さんの
思いや生活実態を拾い集めた
ほうがもっと良い制度になる。
高齢者が社会参加する際、補
聴器の公費補助は絶対不可欠
だ。国待ちにせず、神戸市独自
で制度実施に踏み出すべきだ。

加齢性難聴で苦しむ市民へ、補聴器購入のための市独自支援を！

　５月26日に神戸市議会本会議が開かれました。日本共産党神戸市議団を代表して赤田かつのり議員と前田あきら
議員が登壇し一般質問をおこないました。

質
疑
項
目

１．�「平和都市宣言」をしている神戸
市として、今こそ平和を発信す
ること

２．補聴器購入助成制度について
３．垂水駅前の再開発事業について

赤田議員が一般質問



名谷駅前・名谷駅前・
ニュータウン再整備ニュータウン再整備住民住民のの願い願いやや意見意見からから出発出発して、して、
市長トップダウン市長トップダウンのの計画計画はは見直し見直しをを

　現在、名谷駅周辺のリノベ
ーションが進められています
が、マンション建設を中心と
した「人口誘導」計画ありき
で、これまで住んできた住民
生活を軽視しています。住民
や駅前の利用者からは「私た
ちの意見を聞き、計画に反映
していくプロセスが欠落して
いる」との声が多数上がって
います。前田議員は、当初の
計画ありきで強引に進めず、
住民や利用者の意見から出発
した名谷駅前の再開発に転換

すべきと質しました。また、
駅前整備を進める一方で、駅
から少し離れた西落合では、
４年前に廃止された幼稚園が
放置され、南落合のミニコー
プが撤退して１年が経過する
など生活に悪影響が及んでい
ることについて前田議員は
「駅前に商業テナントや住宅
の誘致を止めてでも、実際に
問題が生じている郊外の対策
を優先すべき」と求めまし
た。

　「温かい給食」を願う生徒
や保護者の声が上がり、署名
運動も相まって「全員喫食の
中学校給食」への移行が決ま
りました。しかし、給食セン
ターと民間デリバリーの食缶
方式中心で進められ、小学校
の調理室から配送する親子方
式は補完的な扱いとされてい
ます。これまで親子方式は
「隣接する小中学校間」を前
提で検討してきましたが、こ
の度の親子方式実施候補校と
なった須磨区の３中学校（友

が丘・南落合・須磨北）は給
食を作る小学校から１～２㎞
の距離です。
　前田議員は「これまで前提
とされてきた「隣接する小中
学校間」にとどまらず、大半
の学校で実現可能だ」と指摘
し、あらためて全市で実現の
可能性を検討し直し、多くの
保護者が求め、安全・安心で
食育も進められる自校調理や
親子方式を最大限模索するべ
きと質しました。

や交通事故の懸念があり（当
初案では）安全性の確保は難
しいという話だった。今後、
改良した形で住民の声に寄り
添った計画にしていく。
　前田議員：先にパース（完
成予想図）が出て、それを利
用者や住民の実態や声を聞か
ずに進めるから、猛反発が出
た。また、駅の郊外では、西
落合の学童保育は大規模で基
準も超えているうえ、駅前の
マンション建設計画がある。
４年前閉園し、手つかずのま
まになっている名谷こすもす
幼稚園跡地は、住民の意見を
聞いて、例えば子育てと多世
代の交流施設を検討してはど
うか。
　今西副市長：現状調査をし、
改修費用や解体費用等の精査
結果を踏まえて検討したい。
　前田議員：ほったらかしの

落合池もたまった土砂を取り
除けないかという声もあるが
どうか。「落合池は年々葦が
生え、水鳥や小鳥が減ってい
る。街の人に池の四季を知っ
てほしい」「駅前にビルを建
てるだけでなく、生き物や自
然を残すことも大切だ」とい
う手紙も、小学生からいただ
いている。
　今西副市長：年３回ボート
で清掃している。今後も良好
な景観が維持できるよう努力
したい。
　前田議員：駅前では、商業
ビルなどの拡張がスピーディ
ーに進められているが、逆に
周辺は脇に置かれてる。住民
置き去りで進める緊急性のな
い駅前の事業を縮小してで
も、郊外の対策に予算を振り
向けるべきだ。

質
疑
項
目

１．�住民本位でニュータウン再整備を進
めること

２．�学校調理の中学校給食の実施について
３．学童保育の給食提供について�

前
田
議
員
が

�

一
般
質
問
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　久元市長：地域住民の皆さ
んと何度も意見交換をおこな
い、計画を具体化させてきた。
　前田議員：駅北側の広場は
緊急避難場所だったのに閉鎖
され、南側の駐輪場は狭くな
ったとの不満の声がでてい
る。市長が「民間住宅投資」
を誘導するための再整備と決
めつけ、トップダウンで計画
を降ろしてくるから、住民や

利用者の実態と合わないこと
が起こっている。
　今西副市長：十分な周知の
もとでおこなっている。
　前田議員：それが住民の実
態に合ったものかどうかを話
し合っていないのではない
か。昨年、駅北側のロータリ
ー改修の整備指針を住民に示
されたが、どのような意見が
出たのか。
　今西副市長：通学路の問題

中学校
給　食「費用対効果」ではなく子どもたちの未来のために必要な予算を

答弁答弁ダイジェストダイジェスト 定された。他校も調理施設を
改修すれば、学校給食委員会
で示された残りの11校で親子
方式、さらには８校で自校調
理が可能だというのが結論
だ。三宮再開発や神戸空港
は、過去の需要予測を大きく
外れても、費用対効果抜きに
何百億、何千億と使うのに子
どもたちには「費用対効果」
や「効率性」で考える。駅前だ
けが見違えても、子どもたち
は喜ばない。決して持続可能
な未来は神戸に訪れない。

　長田教育長：対象校は隣接
する小学校に限定せず、他の
方式と比較して費用対効果や
配送面を含めた効率性等の観
点から検討した結果、現在４
校を候補校としている。
　前田議員：「費用対効果や
効率性の観点」との答弁に神
戸市の姿勢が現れている。神
戸市学校給食委員会では親子
方式を12施設で検討できると
言ったが、一番調理余力がな
かった（中央区）上筒井小が選


